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中
村
貞
以
に
よ
る
掛
幅
《
蛍
狩
図
》（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）［
図
1
］
は
、
絹
本

着
色
で
、
本
紙
縦
四
五
・
五
、
横
五
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
作
品
で
あ
る
。
や
や

横
長
の
画
面
中
央
に
は
、
団
扇
を
咥
え
た
女
性
［
図
2
］
が
、
手
の
中
に
存
在
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
蛍
を
見
つ
め
る
様
子
が
描
か
れ
た
。
背
景
は
薄
墨
が
施
さ
れ
、
人

物
の
周
囲
が
ほ
ん
の
り
と
明
る
い
。
女
性
は
日
本
髪
を
結
い
、
凝
っ
た
柄
の
単
衣
［
図

3
］
を
纏
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
一
の
太
さ
で
描
か
れ
た
線
描
は
、
端
正
な
印
象
を
与

え
る
。
灰
色
と
黒
色
、
青
色
と
赤
色
で
施
さ
れ
た
彩
色
は
、
気
品
が
あ
る
。
そ
の
点

で
は
貞
以
ら
し
い
作
品
と
い
っ
て
よ
い
。

　

中
村
貞
以
は
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
七
月
三
日
、
大
阪
・
船
場
で
鼻
緒
問
屋

を
営
む
中
村
清
助
の
第
四
子
と
し
て
生
ま
れ
、
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）、
八
一
歳

で
没
し
た
。
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）、
二
三
歳
の
春
、
第
九
回
日
本
美
術
院
試
作

展
に
《
仙
女
》
を
出
品
し
、
初
入
選
し
て
以
来
、
院
展
・
日
展
に
《
爽
涼
》《
猫
》
な

ど
、
典
麗
清
雅
な
趣
を
た
た
え
る
作
品
を
発
表
し
て
、
近
代
大
阪
を
代
表
す
る
美
人

画
家
の
一
人
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）《
朝
》
が
第
一
九

回
院
展
で
日
本
美
術
院
賞
第
一
賞
を
受
賞
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）、
日
本
美
術

院
同
人
に
推
挙
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）、
前
年
に
第
五
〇

回
院
展
に
出
品
し
た
《
シ
ャ
ム
猫
と
青
衣
の
女
》
が
、
第
二
二
回
日
本
芸
術
院
賞
を

受
賞
し
、
大
阪
を
代
表
す
る
画
家
の
一
人
と
し
て
、
地
位
を
確
か
な
も
の
と
し
た
。
昭

和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）、
大
阪
市
民
文
化
賞
、
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）、
勲
四
等

旭
日
小
綬
章
を
受
章
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
か
ら
画
塾
「
春
泥

会
」
を
主
宰
し
て
長
谷
川
青
澄
、
松
岡
政
信
を
指
導
し
た
。
そ
う
し
た
貞
以
の
芸
術

は
、「
深
い
精
神
性
に
裏
付
け
ら
れ
た
清
澄
な
女
性
美
の
表
現
」
と
評
さ
れ
て
い
る①
。

　

昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
に
は
東
京
・
日
本
橋
高
島
屋
、
大
阪
・
な
ん
ば
高
島

屋
で
『
中
村
貞
以
展
：
美
人
画
七
〇
年
』、
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
に
は
大
阪
・

梅
田
阪
急
百
貨
店
で
『「
中
村
貞
以
」
名
作
展
：
清
澄
な
女
性
を
え
が
く
』、
平
成
三

年
（
一
九
九
一
）
に
は
奈
良
そ
ご
う
美
術
館
、
横
浜
・
そ
ご
う
美
術
館
で
『
中
村
貞

以
展
：
モ
ダ
ニ
ズ
ム
香
る
高
雅
な
女
性
美
』
が
開
催
さ
れ
た
。

　

落
款
印
章
［
図
4
］
を
見
る
と
、「
貞
以
」
の
墨
書
に
よ
る
署
名
は
、
昭
和
二
二
年

（
一
九
四
七
）
制
作
の
《
浄
春
》
に
似
る
。「
貞
」
の
囲
い
を
省
略
し
、
二
本
の
横
線

を
明
瞭
に
記
す
書
体
は
、
中
期
の
書
体
に
近
い
。
ま
た
、「
以
」
の
左
側
を
一
本
の
直

線
で
描
き
、
全
体
の
字
形
が
右
上
が
り
に
な
る
の
も
、
中
期
の
特
徴
で
あ
る
。
印
章

は
、
白
文
方
印
「
中
邨
精
印
」
で
あ
る
。
こ
れ
と
よ
く
似
た
印
章
を
も
つ
作
品
と
し

て
は
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
制
作
の
《
浄
春
》
や
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）

制
作
の
《
首
夏
》、
昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
制
作
の
《
露
》
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
前
述
し
た
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
制
作
の
《
浄
春
》
で
は
印
章
の
上
に

署
名
し
て
い
る
が
、
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
制
作
の
《
首
夏
》
や
昭
和
三
七
年

（
一
九
六
二
）
制
作
の
《
露
》
で
は
印
章
の
み
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
作
品

は
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
か
ら
昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
の
一
四
年
間
の

時
期
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

女
性
の
描
写
は
、
団
扇
を
咥
え
て
何
か
を
閉
じ
込
め
た
両
手
を
静
か
に
見
つ
め
る

姿
が
横
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
。《
蛍
狩
図
》
と
い
う
作
品
名
か
ら
、
掌
中
に
閉
じ
込

め
て
い
る
の
は
、
女
性
が
捕
え
た
蛍
で
あ
る
と
う
か
が
え
る
。
蛍
狩
は
、
夏
の
夜
、



九
九

水
辺
な
ど
で
蛍
を
捕
ら
え
る
遊
び
で
あ
り
、
本
作
品
は
夏
の
情
景
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
蛍
を
見
つ
め
る
女
性
の
目
は
静
か
で
、
ど
こ
か
淋
し
い
印
象
を
与
え
る
。

　

蛍
は
、
昆
虫
の
一
種
で
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
そ
の
体
の
一
部
か
ら
美
し
い
光

を
放
ち
、
初
夏
の
風
物
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
浮
世
絵
に
多
く
描
か
れ

た
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
近
代
日
本
画
に
お
い
て
は
、
夏
の
夜
に
夕
風
に
吹
か
れ
て
寝

室
に
入
っ
て
き
た
蛍
を
見
つ
け
る
女
性
の
姿
を
市
民
生
活
の
情
景
と
し
て
描
い
た
、

上
村
松
園
《
蛍
》（
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）・
絹
本
着
色
）
や
、
団
扇
を
片
手
に
蛍

を
追
う
三
人
の
女
性
の
清
涼
な
色
気
を
描
い
た
、
山
川
秀
峰
《
蛍
》（
昭
和
二
年
（
一

九
二
七
）・
絹
本
着
色
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
光
を
放
ち
な
が

ら
飛
ぶ
蛍
、
立
姿
の
女
性
の
動
き
を
正
面
か
ら
描
い
て
お
り
、
松
園
や
秀
峰
に
よ
る

美
人
画
と
し
て
の
表
現
と
は
、
本
作
品
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。

　

貞
以
に
お
い
て
は
、
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
制
作
の
《
蛍
》［
図
5
］（
絹
本

着
色
）
が
、
虫
か
ご
の
蛍
の
光
に
見
入
る
少
女
を
描
い
て
い
る
が
、
女
性
が
正
面
か

ら
描
か
れ
て
い
る
構
図
、
明
る
い
表
情
な
ど
が
、《
蛍
狩
図
》
の
淋
し
げ
な
印
象
と
は

異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
制
作
の
《
蛍
》［
図
6
］（
紙

本
着
色
）
は
、「
舞
の
よ
う
な
仕
草
で
迷
い
込
ん
で
き
た
蛍
を
追
う
舞
妓
の
立
姿
」
を

描
い
て
お
り
、
帯
に
朝
顔
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宇
治
の
蛍
狩
で
深
雪
と
阿

曽
次
郎
と
が
出
会
う
浄
瑠
璃
『
朝
顔
日
記
』
の
投
影
が
指
摘
さ
れ
て
い
る②
。

　

加
え
て
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
に
出
版
さ
れ
た
『
現
代
日
本
美
人
画
全
集　

第
六
巻　

中
村
貞
以
』
所
収
の
関
千
代
氏
の
論
考
「
中
村
貞
以
の
人
と
作
品
」
に
よ

れ
ば
、
戦
後
早
期
に
制
作
さ
れ
た
《
蛍
》
は
、
団
扇
を
手
に
し
た
髪
の
長
い
少
女
が

夕
暮
の
庭
に
腰
掛
け
る
姿
を
描
い
た
も
の
で
、
清
雅
に
嫋
々
た
る
風
情
が
表
現
さ
れ

て
、
好
評
で
あ
っ
た
と
い
う③
。
こ
の
《
蛍
》
は
、
関
氏
の
論
考
で
は
作
品
の
行
方
が

知
ら
れ
て
い
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
に
座
右

宝
刊
行
会
の
編
集
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
現
代
日
本
美
術
全
集　

第
七
巻
』
二
七
頁

に
カ
ラ
ー
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
作
品
の
色
彩
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
作
品
は
、

庭
に
腰
掛
け
る
少
女
の
全
身
を
描
く
構
図
、
あ
ど
け
な
い
表
情
な
ど
が
、《
蛍
狩
図
》

の
愁
い
の
あ
る
古
調
を
帯
び
た
印
象
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
前
述
し
た
関
氏
の
論
考
「
中
村
貞
以
の
人
と
作
品
」
九
三
頁
に
は
、《
蛍
》

の
白
黒
図
版
［
図
7
］
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
白
黒
図
版
の
作
品
は
、
背
景
の

竹
葉
の
表
現
は
異
な
る
が
、
団
扇
を
咥
え
た
女
性
が
、
蛍
を
閉
じ
込
め
た
両
手
を
見

つ
め
る
姿
を
横
向
き
に
描
く
構
図
が
、
本
作
品
と
ほ
ぼ
同
一
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か

し
、
関
氏
の
論
考
で
は
、
掲
載
図
版
と
前
述
し
た
《
蛍
》
と
の
関
係
や
、
掲
載
図
版

の
制
作
年
・
所
蔵
先
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
掲
載
図
版
の
《
蛍
》
の
詳
細

は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
蛍
と
い
う
モ
チ
ー
フ

は
、
貞
以
が
好
ん
だ
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
蛍

狩
と
い
う
主
題
は
、
好
評
で
あ
っ
た
た
め
に
い
く
つ
か
の
作
品
が
制
作
さ
れ
、
本
作

品
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
前
述
し
た
《
蛍
》
が
戦
後
早
期
に
制
作
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
落
款
印
章
か
ら
推
定
し
た
制
作
年
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）

か
ら
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
の
一
四
年
間
前
後
の
時
期
の
制
作
で
あ
る
可
能
性

は
高
い
。

　

顔
料
に
よ
る
線
は
、
端
正
で
明
快
な
鉄
線
描
で
あ
る
。
濃
灰
色
、
灰
色
、
薄
灰
色
、

青
色
の
線
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
衣
服
の
輪
郭
線
は
、
幾
度
も
つ
な
げ
ら
れ
て

描
か
れ
て
お
り
、
直
線
も
曲
線
も
大
き
く
描
か
れ
て
簡
潔
に
造
形
が
表
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
髪
の
描
写
は
、
ご
く
細
い
筆
で
流
れ
る
よ
う
な
線
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
お

り
、
繊
細
な
描
写
で
あ
る
。
彩
色
は
、
団
扇
に
黒
色
、
着
物
の
地
色
と
文
様
に
灰
色



一
〇
〇

と
い
っ
た
渋
い
色
調
を
用
い
て
、
帯
に
青
色
と
赤
色
、
金
色
と
い
っ
た
鮮
や
か
な
色

を
加
え
て
お
り
、
色
彩
の
調
和
が
モ
ダ
ン
な
印
象
を
与
え
る
。

　

着
物
の
柄
は
、
三
つ
葉
と
家
と
が
描
か
れ
て
お
り
、
鹿
の
子
文
様
の
屋
根
は
、
装

飾
的
な
印
象
を
与
え
る
。
こ
の
凝
っ
た
柄
は
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
に
制
作

さ
れ
た
《
酸
漿
》［
図
8
］
の
少
女
が
着
て
い
る
単
衣
の
柄
と
よ
く
似
て
い
る
。
加
え

て
、
大
き
な
酸
漿
を
持
っ
て
じ
っ
と
立
つ
少
女
の
静
か
な
姿
を
横
向
き
で
描
い
て
い

る
構
図
に
、《
酸
漿
》
と
《
蛍
狩
図
》
は
共
通
し
た
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、《
蛍
狩
図
》
は
、《
酸
漿
》
が
制
作
さ
れ
た
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
か

ら
《
蛍
》
が
制
作
さ
れ
た
戦
後
早
期
の
時
期
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

院
展
は
、
一
種
の
理
想
主
義
、
精
神
主
義
を
特
徴
と
し
て
、
端
正
な
美
し
さ
、
澄

ん
だ
表
現
が
求
め
ら
れ
た
。
貞
以
の
美
人
画
も
ま
た
、
精
緻
な
洗
練
さ
れ
た
技
巧
に

よ
る
、
高
度
な
精
神
性
、
清
澄
な
情
感
が
特
徴
と
さ
れ
る
。

　

貞
以
の
本
名
は
清
貞
と
い
い
、
父
清
助
、
母
貞
の
名
前
を
一
字
ず
つ
と
っ
て
名
が

つ
け
ら
れ
た
。
幼
時
両
手
に
火
傷
を
負
い
、
十
指
が
癒
着
し
て
各
指
の
自
由
を
欠
く

た
め
、
運
筆
に
は
両
掌
の
間
に
筆
を
挟
ん
で
描
く
、「
合
掌
描
」
が
行
わ
れ
た
。
絵
が

好
き
な
貞
以
に
絵
師
の
道
を
す
す
め
た
の
は
母
で
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
九

歳
の
時
、
近
所
に
住
む
浮
世
絵
師
、
二
代
長
谷
川
貞
信
に
つ
い
て
絵
の
稽
古
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
写
し
物
ば
か
り
学
ば
さ
れ
た
と
い
う
が
、

細
い
線
が
引
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
修
業
の
お
か
げ
で
あ
る
と
い
う
。
さ

ら
に
、
四
条
派
の
岡
本
景
邦
に
学
ん
だ
が
、
貞
以
は
花
鳥
よ
り
も
美
人
画
を
描
き
た

い
と
考
え
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）、
大
阪
の
風
俗
画
、
美
人
画
の
流
れ
を
引
き
継

ぎ
、
画
塾
「
白
燿
社
」
を
率
い
た
、
日
本
美
術
院
同
人
の
画
家
北
野
恒
富
に
師
事
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。「
貞
以
」
と
い
う
雅
号
は
、
恒
富
門
下
と
な
っ
て
三
、
四
年
ほ
ど

し
て
師
か
ら
授
か
っ
た
も
の
で
、
岩
佐
勝
以
の
以
を
と
っ
て
い
る
。
恒
富
は
、
日
本

画
に
お
け
る
精
神
を
強
調
し
、
そ
れ
を
古
画
に
学
ぶ
よ
う
奨
励
し
た
と
い
う
。

　

貞
以
の
作
品
に
直
接
に
影
響
を
与
え
た
二
代
貞
信
、
恒
富
に
加
え
、
貞
以
が
尊
敬

し
て
い
た
日
本
画
家
が
横
山
大
観
で
あ
る
。
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
第
九
回
院

展
試
作
展
に
初
入
選
し
た
貞
以
は
、
入
洛
し
た
大
観
以
下
幹
部
ら
に
入
選
者
と
し
て

東
山
の
料
亭
に
招
待
さ
れ
た
。
貞
以
の
席
は
大
観
の
近
く
で
、
大
観
は
、
黒
い
手
袋

を
は
め
た
ま
ま
で
あ
っ
た
貞
以
に
「
手
は
ど
う
し
た
の
か
」
と
尋
ね
、
貞
以
が
事
情

を
説
明
す
る
と
、「
手
袋
は
は
く
な
。
世
の
中
に
は
格
好
だ
け
満
足
で
、
人
間
の
心
の

欠
け
た
の
が
仰
山
お
る
。
手
が
悪
い
く
ら
い
な
ん
だ
。」
と
励
ま
し
た
よ
う
で
あ
る④
。

貞
以
は
大
観
の
人
間
性
に
心
を
打
た
れ
た
と
い
い
、
貞
以
の
画
室
に
は
、
恒
富
と
大

観
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
、
毎
朝
礼
拝
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
身

体
的
な
制
約
に
よ
る
懊
悩
を
克
服
し
た
清
浄
な
精
神
の
強
さ
が
、
貞
以
の
人
柄
と
作

品
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
ら
の
作
品
に
つ
い
て
、
モ
チ
ー
フ
を
婦
女
に
か
り
る
だ
け
で
、

「
美
人
画
」
で
は
な
く
、「
人
物
画
」
で
あ
る
。
美
人
画
を
描
く
と
き
に
は
、
ま
ず
仏

画
を
見
に
い
き
、
女
性
の
な
か
に
理
想
化
し
た
聖
な
る
も
の
、
宗
教
的
な
も
の
を
求

め
る
、
と
述
べ
た
と
い
う
貞
以
に
は
、
女
性
の
姿
形
を
こ
え
た
も
の
を
表
現
す
る
こ

と
が
、
制
作
の
目
的
と
し
て
あ
っ
た
。

　

改
め
て
、《
蛍
狩
図
》
を
み
る
と
、
こ
の
作
品
に
は
、
端
正
な
描
写
に
よ
っ
て
、
気

品
の
あ
る
美
し
さ
を
湛
え
る
女
性
が
佇
ん
で
い
る
。
顔
の
描
写
は
す
っ
き
り
と
し
て
、

蛍
を
見
つ
め
る
視
線
は
静
か
な
精
神
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
黒
色
と
灰
色
の
濃
淡
に
、

青
色
と
赤
色
を
組
み
合
わ
せ
た
彩
色
は
、
渋
い
色
調
で
あ
る
が
モ
ダ
ン
な
印
象
を
与

え
る
。
す
っ
き
り
と
し
た
造
形
は
、
清
楚
な
女
性
の
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。



一
〇
一

　
《
蛍
狩
図
》
は
、
貞
以
の
特
徴
で
あ
る
、
端
正
な
線
描
や
、
洗
練
さ
れ
た
色
彩
が
理

解
で
き
る
作
品
で
あ
る
。
加
え
て
、
蛍
を
見
つ
め
る
女
性
は
、
穏
や
か
さ
と
と
も
に

静
か
な
精
神
を
思
わ
せ
る
。
貞
以
の
特
徴
で
あ
る
、
清
澄
な
女
性
美
と
情
感
が
よ
く

表
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

注①　

加
藤
類
子
監
修
『
没
後
十
周
年　

中
村
貞
以
展
』、
朝
日
新
聞
社
、
平
成
三
年
（
一
九

九
一
）、「
ご
あ
い
さ
つ
」。

②　

同
書
、「
蛍
」
作
品
解
説
。

③　

関
千
代
「
中
村
貞
以
の
人
と
作
品
」、『
現
代
日
本
美
人
画
全
集　

第
六
巻　

中
村
貞

以
』、
集
英
社
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）、
八
六
頁
。

④　

同
書
、
八
三

－

八
四
頁
。

挿
図
出
典

挿
図
1

－

4　

筆
者
撮
影
。

挿
図
5

－

9　
『
現
代
日
本
美
人
画
全
集　

第
六
巻　

中
村
貞
以
』、
集
英
社
、
昭
和
五
三

年
（
一
九
七
八
）。



一
〇
二

図 １ 　中村貞以《蛍狩図》

図 ２ 　《蛍狩図》（部分）

図 ３ 　《蛍狩図》（部分）

図 ４ 　《蛍狩図》落款
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〇
三

図 ５ 　中村貞以《蛍》図 ７ 　中村貞以《蛍》

図 ６ 　中村貞以《蛍》図 ８ 　中村貞以《酸漿》（部分）


